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Sheet1

		2023年7月6日　研究発表会 発表者、テーマ一覧																				reserved-45007x1F



		テーマ		No.		発表者				タイトル				テーマ		No.		会社名		氏名		タイトル

		要素技術		1		株式会社
アドヴィックス		戸澤　数馬		AHB-G大流量ギヤポンプ開発				パワートレイン		1		豊田中央研究所		池戸　隆人		機械学習によるモデリング手法を活用した後処理状態推定　－ NOx吸蔵還元型触媒モデルの提案と実機データによる精度評価 －

				2		アイシン高丘
株式会社		田中　芳弥		FCEV向け FCスタック用ターミナルの開発						2		株式会社日産オートモーティブテクノロジー		千葉　智喜		軽EVの長距離移動を実現するバッテリ冷却と急速充電制御の最適化

				3		株式会社
東海理化		片岡　研人		UWB無線システムによるデジタルキーの高精度測位技術開発						3		大同メタル工業株式会社		安藤　彰		自動車エンジン用多層ビスマス-アンチモンオーバレイ付き軸受の開発

		シャシ・ボデー/
フリー		4		株式会社
ジェイテクト カブシキカイシャ		玉泉　晴天		リンクレスステアバイワイヤの開発				パワートレイン		4		トヨタ自動車株式会社		宮元　敬範		水素エンジンにおける異常燃焼の発生メカニズムの解析

				5		豊田合成
株式会社		上條　隆明		UVC-LED による空調機向け抗ウイルスダクトに関する研究						5		トヨタ紡織株式会社		後藤　達也		樹脂タイミングチェーンカバーの開発

		要素技術		6		トヨタ車体
株式会社 カブシキカイシャ		池田　貴恭		⾃動⾞向け植物材料の汎⽤化に向けた開発				操安性/
フリー ソウアンセイ		6		ヤマハ発動機株式会社		山口　翔大		マルチボディダイナミクスモデルによる集中剛性を含む二輪車運動方程式の再現

				7		株式会社
アイシン		野末　勝也		ニューマチックメカ式バルブの開発						7		トヨタテクニカルディベロップメント株式会社		村口　和裕		電動車向けリアルタイムシミュレーションのための計算並列化技術

		要素技術		8		大豊工業
株式会社		児玉　勇人		エンジン軸受用銅合金への潤滑油添加剤による境界膜の活用				エレクトロニクス/
環境 カンキョウ		8		株式会社デンソー		中屋敷　侑生		走行中非接触給電システム向け送電コイル自動通電切替技術

				9		ジヤトコ
株式会社		小田　敏弘		貧潤滑環境下での耐力を向上させる歯車材料・工法の開発						9		スズキ株式会社		長内　弘樹		車載リチウムイオン電池をリユースした街灯の開発

				10		日本特殊陶業
株式会社 カブシキカイシャ		市橋健太郎		圧電セラミックス/デバイスの紹介と次世代モビリティ分野への適用可能性






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Sheet1

		2023年7月6日　研究発表会 発表者、テーマ一覧																				reserved-45007x1F



		テーマ		No.		発表者				タイトル				テーマ		No.		発表者 ハッピョウシャ				タイトル

		要素技術		1		株式会社
アドヴィックス		戸澤　数馬		AHB-G大流量ギヤポンプ開発				パワートレイン		1		株式会社
豊田中央研究所 カブシキガイシャ		池戸　隆人		機械学習によるモデリング手法を活用した後処理状態推定　－ NOx吸蔵還元型触媒モデルの提案と実機データによる精度評価 －

				2		アイシン高丘
株式会社		田中　芳弥		FCEV向け FCスタック用ターミナルの開発						2		株式会社
日産オートモーティブ
テクノロジー		千葉　智喜		軽EVの長距離移動を実現するバッテリ冷却と急速充電制御の最適化

				3		株式会社
東海理化		片岡　研人		UWB無線システムによるデジタルキーの高精度測位技術開発						3		大同メタル工業
株式会社		安藤　彰		自動車エンジン用多層ビスマス-アンチモンオーバレイ付き軸受の開発

		シャシ・ボデー/
フリー		4		株式会社
ジェイテクト カブシキカイシャ		玉泉　晴天		リンクレスステアバイワイヤの開発				パワートレイン		4		トヨタ自動車
株式会社		宮元　敬範		水素エンジンにおける異常燃焼の発生メカニズムの解析

				5		豊田合成
株式会社		上條　隆明		UVC-LED による空調機向け抗ウイルスダクトに関する研究						5		トヨタ紡織
株式会社		後藤　達也		樹脂タイミングチェーンカバーの開発

		要素技術		6		トヨタ車体
株式会社 カブシキカイシャ		池田　貴恭		⾃動⾞向け植物材料の汎⽤化に向けた開発				操安性/
フリー ソウアンセイ		6		ヤマハ発動機
株式会社		山口　翔大		マルチボディダイナミクスモデルによる集中剛性を含む二輪車運動方程式の再現

				7		株式会社
アイシン		野末　勝也		ニューマチックメカ式バルブの開発						7		トヨタテクニカル
ディベロップメント
株式会社		村口　和裕		電動車の大規模リアルタイムシミュレータにおける低遅延FPGA間通信技術

		要素技術		8		大豊工業
株式会社		児玉　勇人		エンジン軸受用銅合金への潤滑油添加剤による境界膜の活用				エレクトロニクス/
環境 カンキョウ		8		株式会社
デンソー		中屋敷　侑生		走行中非接触給電システム向け送電コイル自動通電切替技術

				9		ジヤトコ
株式会社		小田　敏弘		貧潤滑環境下での耐力を向上させる歯車材料・工法の開発						9		スズキ
株式会社		長内　弘樹		車載リチウムイオン電池をリユースした街灯の開発

				10		日本特殊陶業
株式会社 カブシキカイシャ		市橋健太郎		圧電セラミックス/デバイスの紹介と次世代モビリティ分野への適用可能性
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